
▲第127回定例会 （柏崎原子力広報センター）

▲第128回定例会（柏崎市産業文化会館）

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業

者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

柏崎刈羽原子力発電所の透明柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の確保する地域の会（「地域の会「地域の会」）柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」） 地域の会　概要
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
　推薦を受けた25名以内の委員で構成。任期は2年。
②会の任務： （1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　  （2）事業者等への提言
　　　　　  （3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　  （4）委員の研修
　　　　　  （5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項
③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類： 定例会（毎月1回）
　　　　　　   臨時会（必要に応じ開催）
　　　　　　　   ※会は、原則すべて公開。
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オブザーバー
内　容 ●エネルギー基本計画原案等の説明を受け、委員が所感を表明

場　所 柏崎原子力広報センター（研修室） 出席者

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
に
つ
い
て
】

●
こ
の
種
の
計
画
は
実
現
し
た
た
め
し
が
な

い
。
か
つ
て
原
子
力
委
員
会
が
出
し
た
長

期
計
画
な
ど
見
通
し
も
立
た
ず
無
責
任
。

原
子
力
発
電
は
安
定
供
給
だ
と
い
う
が
、

一
番
安
定
し
な
い
電
源
が
原
子
力
。
も
っ

と
現
実
的
な
対
応
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

●
評
価
で
き
る
点
は
、
時
間
の
目
標
値
が
設

定
さ
れ
た
こ
と
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り

に
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

各
地
域
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
を
つ
く
る

と
い
う
一
文
か
ら
、
地
域
の
会
の
よ
う
な

会
が
全
国
に
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

●
福
島
の
原
発
事
故
を
深
く
反
省
し
て
と
い

い
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
新
た
な

視
点
の
中
に
原
子
力
が
入
る
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
事
故
が
起
き
れ
ば
長
期
に

発
電
が
で
き
ず
限
り
な
く
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
ま
た
、
運
転
す
れ
ば
大
量
の
温
排
水

を
海
に
流
す
。
安
定
供
給
、
コ
ス
ト
低
減
、

温
暖
化
の
面
で
も
ベ
ー
ス
電
源
に
ふ
さ
わ

し
い
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
原
子
力

規
制
委
員
会
の
判
断
は
適
合
性
に
係
る
審

査
で
安
全
性
の
審
査
で
は
な
い
。
安
全
性

に
は
、
実
効
性
の
あ
る
防
災
と
セ
ッ
ト
で

な
け
れ
ば
住
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

●
原
発
事
故
と
い
う
大
問
題
を
背
景
に
、
日

本
が
自
己
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
問
わ
れ

て
い
る
。
今
こ
そ
理
性
的
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
3
．11
以
前
の
原
発
依
存
社

会
に
引
き
戻
す
の
は
時
代
の
逆
行
。
現
政

権
は
多
数
の
国
民
を
敵
に
ま
わ
す
こ
と
に

な
る
。

●
昭
和
58
年
に
県
、
市
、
村
及
び
東
京
電
力

と
の
間
で
調
印
し
た
、
い
わ
ゆ
る
安
全
協

定
の
第
1
条
に
は
「
周
辺
地
域
住
民
に
被

害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
万
全
の
処
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
今

も
い
き
て
い
る
の
か
。
原
子
力
発
電
は
通

常
時
で
も
放
射
性
物
質
を
環
境
中
に
放
出

す
る
。
住
民
に
被
害
が
及
ん
で
か
ら
で
は

遅
い
。
原
子
力
に
執
着
す
る
の
は
愚
か
で

あ
る
。

●
福
島
事
故
は
収
束
し
て
い
な
い
。
原
子
力

の
安
定
供
給
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。

原
発
災
害
、
放
射
線
の
怖
さ
を
改
め
て
学

ぶ
必
要
が
あ
る
。

●
安
全
性
が
確
立
さ
れ
た
発
電
所
の
再
稼
働

を
推
進
す
る
の
は
現
実
的
。

●
本
当
に
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
な
し
で
今

の
生
活
、
産
業
の
発
展
が
可
能
な
の
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
見
込
や
、

活
用
法
も
明
記
し
て
ほ
し
い
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
過
度
な
競
争
で
、
立

地
地
域
の
労
務
単
価
や
技
術
な
ど
の
低
下

を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
願
う
。
国

全
体
で
持
続
可
能
で
前
向
き
な
社
会
を
目

指
し
、
安
全
で
建
設
的
な
施
策
に
し
て
ほ

し
い
。

●
事
故
の
収
束
や
廃
炉
、
核
の
ゴ
ミ
の
最
終

処
分
の
目
途
が
全
く
な
い
現
状
を
見
れ
ば
、

原
子
力
発
電
を
重
要
な
ベ
ー
ス
電
源
に
す

る
根
拠
は
崩
壊
し
て
い
る
。
柏
崎
刈
羽
発

電
所
も
再
稼
働
を
や
め
て
、
広
い
敷
地
と

送
電
設
備
を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト
の
発
電

に
切
り
替
え
る
べ
き
。
C
O
２
排
出
に
よ

る
地
球
温
暖
化
説
は
原
発
推
進
の
た
め
に

誇
大
宣
伝
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
原
子
力
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
安

全
に
動
か
す
こ
と
が
大
前
提
。
柏
崎
刈
羽

原
発
は
、
中
越
沖
地
震
後
も
安
全
に
稼
働

し
て
い
た
も
の
を
定
期
点
検
で
止
め
、
動

か
さ
な
い
異
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
理

解
す
べ
き
。
安
全
が
確
認
さ
れ
た
ら
動
か

す
べ
き
。
止
ま
っ
て
い
る
期
間
が
長
い
ほ

ど
故
障
が
増
え
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
中
に
、
国
民
に

協
力
を
お
願
い
す
る
視
点
が
あ
っ
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
原
子
力
が
今
後

１
０
０
年
も
続
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
。
最
終
的
に
脱
原
発
を
目
指

す
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。

【
防
災
訓
練
・
防
災
計
画
に
つ
い
て
】

●
防
災
訓
練
は
、
関
係
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
改
善
を
重
ね
て
ほ
し
い
。

●
住
民
が
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
避
難
す
る
か

が
最
大
の
関
心
。
バ
ス
避
難
は
行
政
側
も

避
難
者
の
管
理
が
し
や
す
い
と
思
う
。
自

家
用
車
で
の
避
難
は
渋
滞
が
問
題
に
な
る
。

刈
羽
Ｐ
Ａ
周
辺
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
化

と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
。
ま
た
、
避
難
誘
導
に
必
要
な
看

板
や
避
難
所
の
住
所
、
電
話
番
号
情
報
も

大
切
な
問
題
。
再
稼
働
を
考
え
て
い
る
の

な
ら
ば
、
防
災
計
画
を
し
っ
か
り
と
作
り
、

訓
練
す
る
こ
と
が
大
切
。

●
福
島
事
故
時
、
要
援
護
者
の
避
難
が
後
回

し
に
さ
れ
、
体
調
を
崩
し
た
り
寿
命
を
短

く
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
行
政
の
体
制
整

備
を
望
む
。

●
除
染
に
携
わ
る
方
の
安
全
は
、
防
護
服
と

マ
ス
ク
だ
け
で
大
丈
夫
な
の
か
。
健
康
被

害
に
対
す
る
住
民
へ
の
学
習
の
必
要
性
を

防
災
計
画
や
、
訓
練
に
も
盛
り
込
ん
で
ほ

し
い
。

●
防
災
訓
練
で
は
、
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
、

よ
り
早
い
正
確
な
情
報
の
伝
達
、
避
難
道

路
の
整
備
、
放
送
機
器
の
整
備
、
自
治
体

の
訓
練
が
重
要
で
あ
る
。

●
防
災
訓
練
が
現
実
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
。
訓
練
参
加
者
や
回
数
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
。

●
現
実
的
な
防
災
計
画
が
で
き
な
け
れ
ば
再

稼
働
が
で
き
な
い
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ
の
論

調
は
お
か
し
い
。
住
民
避
難
は
も
ち
ろ
ん

大
事
だ
が
、
同
時
に
重
大
事
故
を
起
こ
さ

な
い
発
電
所
と
し
て
稼
働
し
て
ほ
し
い
。

●
福
島
事
故
時
の
原
発
関
係
者
の
避
難
に
つ

い
て
の
東
京
電
力
の
説
明
に
違
和
感
が
あ

る
。
一
定
の
事
実
関
係
の
す
り
合
わ
せ
が

な
け
れ
ば
、
共
通
認
識
に
は
た
て
な
い
。

真
実
を
今
後
も
解
明
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

●
原
子
力
災
害
対
策
指
針
は
、
地
元
住
民
が

犠
牲
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
住
民
避
難
を
開
始

す
る
基
準
が
、
平
常
時
の
1
万
倍
の
値
で
、

こ
れ
は
2
時
間
い
る
だ
け
で
一
般
人
の
年

間
被
ば
く
線
量
限
度
と
な
る
値
。
ま
た
、

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
は
、
東
京
な
ど
の
遠
方

の
危
険
を
避
け
る
た
め
の
緊
急
措
置
で
あ

り
、
ま
た
、
希
ガ
ス
は
除
去
で
き
ず
、
地

元
新
潟
県
民
の
犠
牲
が
前
提
で
は
な
い
か
。

こ
れ
で
は
住
民
の
安
全
、
生
命
、
財
産
を

守
る
視
点
に
立
っ
て
い
な
い
。

●
避
難
は
ど
の
時
点
で
始
ま
る
の
か
。
緊
急

事
態
の
判
断
基
準（
E
A
L
）は
、警
戒
事
態
、

施
設
敷
地
緊
急
事
態
、
全
面
緊
急
事
態
の

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
か
ら

概
ね
5
ｋ
ｍ（
P
A
Z
）
内
の
す
べ
て
の
住

民
の
避
難
と
、
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
の
時
間

が
同
時
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
る
。

●
発
電
所
立
地
地
域
で
対
象
市
町
村
１
３
５

の
う
ち
、
避
難
計
画
は
53
し
か
で
き
て
い

な
い
。
避
難
計
画
の
具
体
化
が
進
ん
で
い

る
の
で
あ
れ
ば
新
潟
県
、
柏
崎
市
も
早
く

示
し
て
ほ
し
い
。

●
災
害
時
に
次
の
手
を
打
て
る
別
の
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
を
ぜ
ひ
構
築
し
て
も
ら

い
た
い
。

平成26年1月8日（水）
新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力規制事務所（原子力規制庁）、地域担当官事務所（エネ庁）、東京電力（株）

16名（欠席4名）

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
」
や
昨
年

３
月
に
実
施
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
の

課
題
等
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
委
員
が
所
感
を
表

明
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
等
の
説
明
を
受
け
、委
員
が
所
感
を
表
明

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
等
の
説
明
を
受
け
、委
員
が
所
感
を
表
明

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
等
の
説
明
を
受
け
、委
員
が
所
感
を
表
明

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
等
の
説
明
を
受
け
、委
員
が
所
感
を
表
明

※

委
員
の
発
言
は
個
人
の
感
想
で
す
。
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情
報
共
有
会
議
と
し
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
表
明

情
報
共
有
会
議
と
し
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
表
明

情
報
共
有
会
議
と
し
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
表
明

情
報
共
有
会
議
と
し
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
所
感
表
明

【
委
員
所
感
表
明
】

●
原
子
力
発
電
は
現
状
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
非
現
実
的
な
即
時
原
発
廃
止
で
は
な
く
、

年
月
を
か
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
図
る

見
直
し
が
現
実
的
。
ま
た
、
実
効
性
の
あ

る
防
災
計
画
を
確
立
す
る
に
は
時
間
が
必

要
だ
。

●
原
子
力
の
不
信
・
不
安
が
高
ま
り
、
行
政
、

事
業
者
の
信
頼
は
低
下
し
た
。
住
民
理
解

の
た
め
細
や
か
な
広
聴
広
報
活
動
を
継
続

し
て
ほ
し
い
。
消
費
者
は
、
生
活
の
中
で

無
駄
を
な
く
し
省
エ
ネ
を
心
が
け
て
い
く

べ
き
。

●
圧
力
容
器
の
構
造
や
ベ
ン
ト
な
ど
技
術
的

な
面
で
不
安
が
大
き
い
。
福
島
の
状
況
を

み
る
と
国
や
東
京
電
力
の
技
術
は
未
熟
で
、

人
間
は
原
子
力
を
制
御
で
き
な
い
と
感

じ
る
。

●
電
力
生
産
地
は
苦
労
し
て
い
る
の
に
、
消

費
地
は
ま
る
で
関
心
が
な
い
。
大
消
費
地

東
京
だ
か
ら
こ
そ
原
発
を
都
知
事
選
の
論

点
に
す
べ
き
。
リ
ー
ダ
ー
の
姿
勢
如
何
で

脱
原
発
は
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

●
柏
崎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
の
企
業
誘
致

に
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交

付
金
が
使
わ
れ
電
気
料
金
の
大
幅
補
助
を

う
た
っ
て
い
る
。
既
存
企
業
に
も
電
気
料

金
引
き
下
げ
が
必
要
と
思
う
。
柏
崎
の
経

済
低
迷
は
発
電
所
停
止
の
せ
い
で
は
な
い

が
、
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
ら
速
や
か

に
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
産
業
の
活
性
を
図

っ
て
ほ
し
い
。

●
原
発
は
当
面
必
要
。
し
か
し
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
使
え
る

よ
う
開
発
を
進
め
て
ほ
し
い
。
放
射
性
廃

棄
物
の
処
理
の
問
題
は
国
が
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

●
柏
崎
刈
羽
発
電
所
の
地
盤
に
つ
い
て
、
東

京
電
力
は
十
分
調
査
し
た
と
い
っ
て
き
た

が
、
国
か
ら
見
直
し
や
再
調
査
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
福
島
事
故
後
の
対
応
を
見
る
と
、

東
京
電
力
や
国
に
原
子
力
を
扱
う
能
力
や

気
力
が
あ
る
の
か
本
当
に
心
配
。
汚
染
水

タ
ン
ク
は
３
年
経
て
も
減
ら
ず
、
敷
地
境

界
の
基
準
線
量
を
大
幅
に
超
え
放
置
さ
れ

て
い
る
状
態
。
汚
染
水
処
理
の
基
本
方
針

を
つ
く
れ
な
い
国
や
東
京
電
力
の
無
能
さ

を
示
し
て
い
る
。

●
原
子
力
発
電
所
が
地
域
や
国
に
及
ぼ
す
経

済
や
環
境
へ
の
影
響
、
前
提
と
し
て
要
求

さ
れ
る
高
度
な
安
全
性
な
ど
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
だ
と
考
え
る
。
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
は
、
福
島
事
故
の
反
省
を
受
け
、

原
子
力
の
安
全
性
を
根
本
か
ら
見
直
し
日

本
の
成
長
を
目
標
に
据
え
、
再
稼
働
を
目

指
す
姿
勢
は
非
常
に
心
強
い
。
泉
田
知
事

に
は
、
柏
崎
刈
羽
発
電
所
の
安
全
対
策
と

立
地
地
域
の
経
済
の
疲
弊
状
況
を
実
際
に

見
て
判
断
い
た
だ
き
た
い
。

●
経
産
大
臣
が
認
定
し
た
東
京
電
力
の
新
た

な
総
合
特
別
事
業
計
画
で
は
、
東
電
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
が
日
本
社
会
の
電
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
に
必
要
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
順
次
再
稼
働

は
国
民
世
論
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
福
島

事
故
で
大
き
な
被
害
を
出
し
な
が
ら
国
民

に
は
何
も
説
明
で
き
ず
、
再
稼
働
が
遅
延

す
る
場
合
に
は
料
金
値
上
げ
が
必
要
だ
と

脅
し
て
い
る
。
国
民
の
負
担
だ
け
が
増
え
、

東
電
を
破
綻
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
す
べ

て
の
問
題
の
発
端
だ
。

●
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
と
住
民
の
被
ば
く
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
長
は

住
民
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
新
規
制

基
準
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
と
し

て
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
が
示
さ
れ
、
放
射
性

物
質
を
放
出
す
る
こ
と
が
簡
単
に
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
は
、
放
射

能
を
五
重
の
壁
で
閉
じ
込
め
放
射
能
を
出

さ
な
い
か
ら
安
全
だ
と
説
明
を
受
け
て
き

た
。
こ
れ
は
原
発
の
安
全
を
覆
す
内
容
。

住
民
は
知
る
必
要
が
あ
る
。

●
柏
崎
の
経
済
状
況
、
経
営
者
の
立
場
か
ら

発
電
所
は
一
日
も
早
く
正
常
な
状
態
に
戻

っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の
意
見
を
吸
い
上
げ

た
地
元
同
意
の
明
確
な
基
準
、
法
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
規
制
委
員
会
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針

は
つ
く
る
が
あ
と
は
地
方
自
治
体
任
せ
で

非
常
に
無
責
任
。
原
発
の
規
制
基
準
に
基

づ
く
適
合
審
査
だ
け
が
優
先
さ
れ
、
原
子

力
防
災
計
画
や
避
難
計
画
が
後
回
し
に
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
情
報
伝
達
や
避
難

の
具
体
的
計
画
は
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

国
の
責
任
と
し
て
災
害
対
策
基
本
法
の
目

的
を
尊
重
し
防
災
計
画
と
避
難
計
画
の
策

定
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
国
民
の
生
命
を
守
る
の
は
国
で
あ
る
。
今

後
廃
炉
の
技
術
を
日
本
が
率
先
し
て
確
立

し
て
い
け
ば
大
き
な
産
業
に
な
る
と
思
う
。

【
委
員
所
感
を
受
け
て
、

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
所
感
表
明
】

■
原
子
力
規
制
庁
政
策
評
価
・
広
聴
広
報
課

　

奥
山
室
長

　

規
制
庁
は
透
明

性
、
独
立
性
、
公

平
性
を
旨
と
し
て

多
く
の
課
題
に
取

り
組
み
、
福
島
事

故
の
継
続
的
な
分

析
、
各
事
故
調
査
の
課
題
事
項
に
つ
い
て
検

討
会
を
立
ち
上
げ
検
証
を
進
め
て
い
る
。
明

ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
諸
外
国
や

I
A
E
A
の
基
準
を
確
認
し
な
が
ら
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
安
全
水
準
の
基
準
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
適
合
性
を
確
認
す
る
こ
と
で

重
大
事
故
の
防
止
を
図
り
さ
ら
に
事
故
が
起

き
た
場
合
も
想
定
し
て
規
制
要
求
を
行
う
深

層
防
護
の
考
え
方
。
そ
の
対
策
を
実
行
す
る

手
順
書
や
体
制
に
つ
い
て
も
規
制
要
求
を
行

っ
て
い
る
。

■
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原
子
力
発
電
立
地

対
策
・
広
報
室　

大
野
原
子
力
広
報
官

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
つ
い
て

原
発
依
存
は
可
能

な
限
り
低
減
さ
せ

る
。
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
は
推
進
す
る
。

最
終
処
分
問
題
は
国
が
全
面
に
出
て
解
決
す

る
。
安
倍
政
権
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
導
入
し
徹
底
し
た
省
エ
ネ
推
進
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
を
図
り
原
発
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
は
大
前
提
。
規
制
委
員
会
が

合
格
と
し
た
原
発
は
再
稼
働
を
判
断
し
て
い

く
と
い
う
の
が
安
倍
政
権
の
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
。
ま
ず
は
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
理
解
を
深
め
て
い
く
場
を
設
け
国
民

各
層
の
理
解
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
を
図
り
た
い
。

■
新
潟
県　

熊
倉
防
災
局
次
長

　

原
発
事
故
の
影

響
を
考
え
立
地
地

域
と
し
て
安
全
を

確
保
し
万
万
が
一

の
防
災
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
。

県
と
し
て
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委
員
会

で
福
島
原
発
事
故
の
検
証
総
括
を
お
願
い
し

て
い
る
。
防
災
に
つ
い
て
順
次
改
定
に
合
わ

せ
県
、
全
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
防
災
計

画
を
ま
と
め
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
補
正
予

算
を
活
用
し
企
業
に
対
し
て
の
貸
付
金
制
度

を
設
け
る
な
ど
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■
柏
崎
市　

会
田
市
長　

市
長
と
し
て
発

電
所
の
安
全
確
保

は
も
ち
ろ
ん
だ
が

地
域
の
経
済
、
産
業
、

雇
用
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

基
本
的
に
は
、
安
全
性
が
高
め
ら
れ
る
前
提

の
新
規
制
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
の
運
用
の
手
順

と
避
難
計
画
の
整
合
性
が
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
プ
ラ

ン
ト
の
安
全
確
保
に
は
責
任
を
持
つ
と
い
う

が
、
万
一
の
場
合
、
そ
の
先
に
つ
い
て
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
国
や
専
門
家
に
は
、

信
頼
回
復
の
た
め
説
明
責
任
を
果
た
し
て
も

ら
い
た
い
。
中
越
沖
地
震
後
、
新
潟
工
科
大

学
に
原
子
力
耐
震
・
構
造
研
究
セ
ン
タ
ー
が

地
元
の
要
望
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
研
究
の
一

翼
を
担
う
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
原
子
力
規
制
庁
へ
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
縮
小
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
重
要
な
研
究
施
設
の
機
能

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

概 要 開催日
オブザーバー
内　容 ●情報共有会議として委員とオブザーバーが所感表明

場　所 柏崎市産業文化会館（大ホール） 出席者平成26年2月5日（水）
新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力規制庁、資源エネルギー庁、東京電力（株）

18名（欠席2名）

　

年
一
回
開
催
す
る
「
情
報
共
有
会
議
」

と
し
て
6
機
関
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
者

を
迎
え
、
委
員
に
続
き
、
所
感
を
表
明
し

て
い
た
だ
い
た
。
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「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」発行

ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、
資料をダウンロードすることもできます。また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合
わせについて、ホームページ上からも受け付けています。

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。
せすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、
ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合

ページでご覧いただけます。

会は公開で行われています。
　傍聴はお気軽にお越し下さい。

またメールでも受付けています。

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター  〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

記
後
集
編

発電所を巡る主な動き発電所を巡る主な動き 2013年12月5日～ 2014年2月5日発電所を巡る主な動き

　

先
日
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
を
迎
え

た
。実
に
様
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
３
年
間
だ

っ
た
。福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
検

証
作
業
が
３
つ
も
の
主
体
に
よ
っ
て
な
さ

れ
、自
民
党
へ
政
権
が
交
代
し
、原
子
力
規

制
委
員
会
が
発
足
し
て
各
プ
ラ
ン
ト
に
対

す
る
安
全
性
適
合
審
査
も
始
ま
っ
た
。福
島

第
一
の
状
況
は
一
進
一
退
な
か
な
か
安
定
を
見

な
い
が
、そ
れ
で
も
多
く
の
事
柄
が
紆
余
曲

折
あ
り
な
が
ら
も
、何
と
か
少
し
づ
つ
前
へ

と
進
ん
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
い
え
ば
、原
子
力
防
災
対
策
が

遅
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
拭
え
な
い
。策

定
に
向
け
動
き
出
し
た
と
は
い
え
具
体
策

確
定
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
。
起

こ
り
得
る
様
々
な
事
象
へ
対
応
す
る
実
効

的
な
対
策
策
定
に
は
地
域
住
民
と
の
対
話

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
原
子
力
発
電
そ
の

も
の
に
対
し
て
の
立
場
を
異
に
す
る
住
民

の
間
で
も
、恐
ら
く
こ
の
件
に
関
し
て
は
問

題
意
識
を
共
有
す
る
と
思
わ
れ
る
、重
要
な

問
題
で
あ
る
。当
局
に
は
迅
速
に
、し
か
し

拙
速
に
な
る
こ
と
な
く
策
定
作
業
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
頂
き
た
い
と
感
じ
て
い
る
。

（
運
営
委
員  

石
坂
）

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第132回定例会第131回定例会

場所：柏崎原子力広報センター
日時：平成26年6月4日（水）午後 6：30～日時：平成26年5月14日（水）午後 6：30～

場所：柏崎原子力広報センター

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
地
震
等

に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
４
）

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
第
２１
回

ヒ
ア
リ
ン
グ

原
子
力
規
制
委
員
会　

高
経
年
化
対
策
に

係
る
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
に
対
す
る

審
査
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

東
京
電
力
に
規
制
基
準
適
合
審

査
へ
の
対
応
に
つ
い
て
申
し
入
れ

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
の
火
災
警
報

（
誤
報
）の
発
生
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に

基
づ
く
状
況
確
認

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
輸
送
終
了
に
つ

い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
地
震
等

に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
５
）

原
子
力
規
制
委
員
会　

平
成
２５
年
度
補
正

予
算
概
要（
案
）及
び
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
統
合
後
の
原

子
力
規
制
庁
の
組
織
体
制
等
を
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
地
震
等

に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
６
）

新
潟
県　

平
成
２５
年
度
第
３
回
新
潟
県
原

子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術

委
員
会
を
開
催

柏
崎
刈
羽
原
子
力
規
制
事
務
所　

平
成
２５

年
度
第
３
回
保
安
検
査
の
実
施
結
果
に
つ
い

て（
速
報
）

柏
崎
市
、刈
羽
村　

東
京
電
力
か
ら
地
下
式

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
に
係
る
事
前
了
解
願

を
受
理

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
地
下
式
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
設
備
に
係
る
新
潟
県
へ
の
計
画
概
要

の
提
出
な
ら
び
に
柏
崎
市
、刈
羽
村
へ
の
事

前
了
解
願
い
の
提
出
に
つ
い
て
公
表

米
国
情
報「
電
源
系
統
の
設
計
に
お
け
る
脆

弱
性
」に
係
る
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
報

告
に
つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

地
域
の
原
子
力
防

災
対
策
の
充
実
・
強
化
へ
の
支
援
の
取
組
に
つ

い
て
報
告

平
成
２６
年
度
原
子
力
規
制
・
防
災
対
策
の
重

点
対
策
に
つ
い
て
予
算
案
を
閣
議
決
定

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全

対
策
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
公
表

資
金
援
助
額
の
変
更
の
申
請（
５
回
目
）お
よ

び
特
別
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
申
請
に
つ

い
て
公
表

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に

基
づ
く
状
況
確
認

新
潟
県　

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
地
震
動
に
よ
る
重
要
機
器
の

影
響（
第
２
回
）を
開
催

原
子
力
規
制
委
員
会　

原
子
力
規
制
庁
が

法
令
に
基
づ
く
事
故
故
障
等
の
報
告
を
定

例
の
原
子
力
委
員
会
へ
報
告
す
る
基
準
に
つ

い
て
了
承

平
成
２４
年
度
に
原
子
力
事
業
者
が
実
施
し

た
訓
練
結
果
の
評
価
を
了
承

６
・
７
号
機
地
震
等
に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ

ン
グ（
７
）

平
成
25
年
度
使
用
済
燃
料
の
輸
送
計
画
変

更
に
つ
い
て
公
表

特
別
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

知
事
が
東
京
電
力
廣
瀬
社
長
と

面
談

柏
崎
市　

市
長
が
東
京
電
力
廣
瀬
社
長
と

面
談

刈
羽
村　

村
長
が
東
京
電
力
廣
瀬
社
長
と

面
談

新
潟
県　

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
高
線
量
下
の
作
業（
第
２
回
）

を
開
催

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
地
震
等

に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
８
）

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全

対
策
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

原
子
力
発
電
所
の

新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
審
査
会
合　

第
７２
回
会
合（
柏
崎
刈
羽
６・
７
号（
３
回
目
））

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
に
関
す

る
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
進
め
方
に

係
る
意
見
交
換（
４
）

新
潟
県　

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策（
第

２
回
）を
開
催

新
潟
県（
市
、村
）　

原
子
力
防
災
研
修（
新

潟
県
本
部
図
上
訓
練
）

原
子
力
規
制
委
員
会　
「
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
つ
い
て（
原
子
力
災
害
対
策
指
針
補
足

参
考
資
料
）」に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
了
承

発
電
所
構
内　

敷
地
境
界
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
に
お

け
る
微
量
な
放
射
性
物
質
の
検
出
につい
て
公
表

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
地
震
等

に
係
る
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
９
）

原
子
力
規
制
委
員
会　

６・
７
号
機
第
２２
回

ヒ
ア
リ
ン
グ

新
潟
県　

第
４
回
放
射
性
物
質
の
循
環
に

関
す
る
実
態
調
査
検
討
委
員
会
を
開
催

新
潟
県　

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
海
水
注
入
等
の
重
大
事
項
の

意
思
決
定（
第
２
回
）を
開
催

新
潟
県　

平
成
２５
年
度
新
潟
県
防
災
会
議

原
子
力
防
災
部
会
を
開
催

刈
羽
村　
「
東
京
電
力
株
式
会
社
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
周
辺
地
域
の
安
全
確
保
に
関

す
る
協
定
書
」に
基
づ
き
、東
京
電
力
に
対
し
、

「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
地
下
式
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
設
備
の
事
前
了
解
」回
答
文
書
を
手
交

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
地
下
式
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
設
備
に
係
る
刈
羽
村
か
ら
の
事
前
了

解
に
つ
い
て
公
表

「
原
子
力
安
全
改
革
プ
ラ
ン
進
捗
報
告

（
2
0
1
3
年
度
第
３
四
半
期
）」に
つ
い
て
公
表

新
潟
県　

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
東
京
電
力
の
事
故
対
応
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
第
２
回
）を
開
催

福
島
事
故
検
証
課
題
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
等
の
情
報
発
信
の
在
り
方

（
第
２
回
）を
開
催

※

号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分

※

詳
細
は
、
各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
5
日

9
日

11
日

12
日

13
日

18
日

19
日

24
日

25
日

26
日

27
日

1
月
10
日

14
日

15
日

16
日

18
日

22
日

23
日

24
日

25
日

28
日

29
日

30
日

31
日

2
月
3
日

4
日

■ 
色
は
行
政
の
動
き　
　

■ 

色
は
東
京
電
力
の
動
き

■
刈
羽
村　

品
田
村
長

　

世
の
中
に
は
必

要
な
も
の
と
不
要

な
も
の
が
あ
り
必

要
な
も
の
が
残
っ

て
い
る
。
し
か
し

必
要
な
も
の
で
も

経
済
的
に
合
理
性
の
な
い
も
の
は
残
ら
な
い
。

原
子
力
で
安
全
、
危
険
だ
け
を
論
じ
て
い
る

と
大
事
な
視
点
を
欠
落
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

危
険
な
も
の
で
も
そ
の
リ
ス
ク
と
付
き
合
い

命
を
守
る
た
め
に
使
っ
て
き
た
過
去
か
ら
必

要
な
も
の
を
ど
う
つ
く
る
か
知
恵
を
出
し
考

え
て
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
で
き
な
い
で
は
済

ま
な
い
、
真
剣
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。

■
東
京
電
力　

増
田
常
務
執
行
役

　

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
、

汚
染
水
問
題
は
、

全
社
を
あ
げ
て
取

り
組
む
経
営
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
月
に

総
合
特
別
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の

計
画
の
も
と
賠
償
、
除
染
、
復
興
、
廃
炉
等
、

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
こ
と
で
福
島
の
責
任
を

全
う
し
て
い
き
た
い
。
事
故
を
教
訓
と
し
て

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を
一
層

高
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
安
心
い
た
だ
け

る
よ
う
全
社
を
あ
げ
て
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
。

■
東
京
電
力　

横
村
所
長　

福
島
事
故
か
ら

３
年
。
あ
の
よ
う

な
事
故
は
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
と
い

う
強
い
決
意
で
取

り
組
ん
で
き
た
。

協
力
企
業
と
一
緒
に
発
電
所
の
安
全
対
策
に

専
心
し
た
状
況
を
、
新
規
制
基
準
へ
の
適
合

性
と
い
う
形
で
ま
と
め
、
県
の
技
術
委
員
会

の
質
問
に
真
摯
に
応
え
て
い
る
。
我
々
は
今

こ
れ
で
十
分
な
の
か
と
常
に
自
問
自
答
し
て

発
電
所
の
安
全
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。
今

後
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
胸
に
刻
み
な
が

ら
、
発
電
所
の
運
営
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
き
た
い
。

※

委
員
の
発
言
は
個
人
の
感
想
で
す
。


